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あらまし

　筆者は、１７年前に DSA 等からアイデア

を得て不定方程式による暗号を研究し、実現

しました。令和３年９月以降の、この暗号の

研究過程において、存在を消す性質を持つ項

を発見し、この性質を指して、怪人項と名付

けました。そして、怪人項に由来させて、こ

の暗号を怪人暗号と名付けました。

　時は遡り令和３年３月、怪人暗号は電子

署名も実現出来るという一念から、怪人暗号

の公開鍵による電子署名方法を研究しまし

た。

　そして、本研究の核心部分において DSA

に助けを求めた上で達成した電子署名方法

は、DSA よりも優れています。

　なぜなら、 DSA の検証鍵を使用して

DHM-key exchange を使用しても、任意の

情報を暗号化して送信出来ません。しかし、

本研究の成果である電子署名方法では、検証

鍵は怪人暗号の公開鍵と同一であり、検証鍵
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が暗号化機能を実現しているからです。

　この優れている事実を形容する日本語と

して、「上質の」を選びました。そして、訳語

として「premium」を当てました。

　そして、本研究の成果を「PDSA」と名付

けました。

　筆者としては、「青は藍より出て藍より青

し。」を体現出来たこと、感無量です。
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